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北西太平洋中緯度域は亜寒帯水塊と中央水塊の遷移帯であり，また偏西風の影響下にもあるため，気候変動に
伴って海洋環境が大きく変化したと考えられる．そこで，シャツキーライズの南北２本の堆積物コアの生物起源物
質及び無機元素分析を行った．その結果，氷期に亜寒帯水塊と中央水塊間の遷移帯が狭くなったことが示唆された．
無機元素はそれぞれ含有量の相関係数に基づき陸源物質，生物起源炭酸塩，生物起源-スキャベンジング，その他
に分類した． 生物起源-スキャベンジングの Be の沈積量は陸源物質供給量と生物ポンプによる鉛直輸送の両方に
影響を受け，気候変動に伴って大きく変化することが示唆された． 

 
 
北西太平洋表層水は高い生物起源オパールフラックスと基礎生産で特徴づけられる亜寒帯水塊と，貧栄養で基

礎生産の低い中央水塊に分けられる．そのため両水塊の遷移帯は温度，塩分，栄養塩濃度等の物理指標と生物起源
物質の組成やフラックスが大きく異なっている．更新世の後期には，この遷移帯は氷期-間氷期変動に伴って緯度
方向に移動したと考えられている．また，この海域における陸源物質の供給は主に偏西風に運搬される風送塵によ
るものと考えられている．その風送塵の供給量も更新世後期には大きく変化してきたことが知られている．このよ
うに，北西太平洋中緯度域は気候変動に伴って海洋環境が大きく変化してきたと考えられる．そこで，シャツキー
ライズから得られた２本の堆積物コアNGC108（北緯 36 度）と S2612（北緯 32 度）を用いて炭酸塩量，有機炭素量、
生物起源オパール量及び無機元素量分析を行った． 

 両コアの C/N 比の平均値は 6.0 および 7.8 であり，この堆積物中の有機物は主に海成有機物と考えられる．
NGC108 では有機炭素含有量と生物起源オパール含有量によい正の相関がみられたが，S2612 にはみられなかった．
基礎生産量，オパール/炭酸塩比および有機炭素/炭酸塩炭素比は両コアとも氷期に高く，その値はNGC108 が S2612
よりも常に高かった．これは，NGC108 サイトが S2612 サイトに比べて亜寒帯水塊の影響をより強く受けていたこ
とを示唆する．また，S2612 のオパール/炭酸塩比は比較的変化が少なかった一方，NGC108 のオパール/炭酸塩比が
酸素同位体比ステージ 2/3 境界，4．6 に高い値をとっていたことは，おそらく亜寒帯水塊と中央水塊間の遷移帯
がその時期に狭くなっていたことを示唆している． 

 無機元素量をそれぞれの含有量と生物起源物質含有量との相関係数に基づいて４つのグループに分類した：
１）陸源物質（Al，Ti，Fe），２）生物起源炭酸塩（Ca，Sr）３），生物起源-スキャベンジング（Mg，Zn，Cr，Be），
４）その他（Mn，Ba，Ni，Co，Cu，Pb）．陸源物質グループの沈積流量はNGC108 では酸素同位体ステージ 2 から 4
と 6 の後期に増加し，S2612 ではステージ 1，2，4 および6 で増加していた．Mn，Ba，Ni は表層堆積物への濃縮が
見られ，堆積後に還元的環境下での移動と酸化的環境下での再沈積がおこったと考えられる．生物起源-スキャベ
ンジンググループのなかでも，特に海洋での滞留時間の短い Be については，その沈積は陸源物質供給量と生物ポ
ンプによる鉛直輸送の両方に影響を受け，気候変動に大きく影響されることを示唆する． 


